
        

      

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Chinese character, the taste of the world. - Tokyo International Oracle bone script Art Festival and Calligraphy Exhibition. 

甲骨文は 

中華文化の凝聚であり、 

中華精神の体現である。 

また、中華漢字の初めであり、 

書道芸術の濫觴である。 

甲骨文は世界が中国を認識し、中国を理解し、中国に触れるドアである。 

同時に、中華文化と芸術に対する理解を深める重要な近道である。 

本年、殷墟甲骨文発見 120 周年を記念し、 

今造甲骨文書道新古典 ―「東京宣言」発表 8 周年とともに、 

ここにて祝す。 

 

会期：2019 年 12 月 16 日（月）～20 日（金）10：30～17：30（最終日は 13 時迄） 
主催：東京中国文化センター 日本甲骨文書道研究会 
協力：甲骨文書道·亀鑑塾 海外華人書法家協会日本分会 
後援：中国駐日本大使館文化部 （公社）日中友好協会 日中友好議員連盟 
   （一社）日中協会 （公財）日中友好会館  （一社）東京華僑総会   

日中書画印研究会 安陽美術学院中国甲骨文芸術センター  
美術新聞社 全日本華人書法家協会 郭沫若文化研学会 丁鶴廬研究会 

 
 

殷墟甲骨文発見 120 周年    今造甲骨文書道新古典―「東京宣言」発表 8 周年 記念 

題字・鍾明善（中国書法家協会顧問）  



 

 

 

 

 

 

 

  
  
 
 
 

中国文化センター 

CHINA CULTURAL CENTER 
〒105-0001  

東京都港区虎ノ門 3-5-1 37 森ビル 1F 

日比谷線「神谷町」駅 4a 番出口より徒歩 5 分 

銀座線「虎ノ門」駅 2 番出口より徒歩７分 

電話：03-6402-8168  FAX：03-6402-8169 

E-mail：info@ccctok.com  

URL：https://www.ccctok.com 

 
 

 
 
 
 

   
 

  
 
 
 

  
●書道展 

12/16（月）～20

（金） 

 
「天上大風---東京

国際甲骨文書道展」 

2７か国と地区の

120 点作品を展示 

12/16（月）～20

（金） 

 
現代甲骨文学者、

専門家の甲 骨文

の発見、発展、研

究等につい ての

録画を放送 

●放送 
●開幕式 

12/16（月）午後

15 時～ 

 
・祝辞：日本及び

海外の来賓より 

・テープカット 

 
 

●長巻揮毫 

12/16（月）午後

16 時～ 

 

30ｍの長巻揮毫

（席上） 

来賓と出品者に

よる揮毫 

●基調講演 
 
12/17（火） 

午前 10：30～

11：15 

 

「甲骨文の過

去・現在・未来」 

張大順（甲骨文学者、

書道篆刻家） 

 

●専門家講演 

12/17（火） 

午前 11：20～12：20 

 

「二十世紀甲骨文書

道歴史の演変」 

陳愛民（江蘇省甲骨文学会副

会長 南京暁荘学院教授） 

 

●パネルディスカッション 

12/17（火）午後 12：30～15：30 

 

「甲骨文と甲骨文書道について」 

張大順、陳愛民、鄧大平（殷墟甲骨文書法学校校長）、

潘錦玲（国際女藝術家マカオ分会会長）、萱原晋（(株)美術

新聞社 代表取締役・編集代表）、須藤玉誠（日本書鏡院理事）、

内田刀穂（甲骨文書道亀鑑塾教授）、郭京会（郭沫若文化研

学会会長）、丁如霞（丁鶴廬研究会 会長） 

 

 
●甲骨文書道・篆刻体験 

12/17（火） 

午後 16：00～17：00 

 

・書道：「オリジナル年賀状を

作ろう！」高木露風（甲骨文書道亀鑑

塾教授） 

・篆刻：「印石の上に甲骨文を

彫ろう！」増子城山（日中書画印研究

会名誉理事） 

 

●小さな書道家交流 

12/17（火）午後 17：00～

18：00 

 

中国殷墟甲骨文書法学

校学生らと日本の青少

年による揮毫を通じた

交流 

●全てのイベントは無料です。（体験にご参加される方は、当

日会場に直接お越しください。持ち物不要。なお、墨を使いま

すから、汚れても良い服装でお願い致します） 

●やむを得ない事情により内容が変更となる場合がございま

すので予めご了承ください。 

 
 

 

12/17（火）午後 15：30～

16：00 

 

・作品解説及び技法講

座：長山素龍（甲骨文書道亀鑑塾

教授） 

・甲骨文書道実演：佐藤

康之（日本甲骨文書道研究会評議員） 

●作品解説及び技法講座 
●甲骨文書道実演 

（要申込） 

（要申込） 

（要申込） （要申込） 

開幕式、基調講演ならびに専門家講演、パネルディスカッションへのお申し込みは以下の中国文化センターURLから 

芸術祭内容に関するお問い合わせは日本甲骨文書道研究会（jp.ksk@hotmail.com）までご連絡ください。 


